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兵庫県のサシガメ・マキバサシガメ(2)
高橋壽郎！

S'lbfamil,'Redllviinae

10.A俗α〃t/7"sp""7ﾉr〃ﾉ-MsStil,1859ノ、リサシガメ

休股14.5～l6111111とやや大型のカメムシであり，幼虫はアリを嗜食し，その死体
を背負･)側閲が‘*》ろことかi氾録に見られる．兵庫県下では個体数をそれほど見られ
ない価で《#)る．〃)史り椎.意されないからとも考えられる．分布は本州，九州と中国
が知ら‘れでいる．ドII!ji!li内でI-t8月末から11月頃まで見られる．

雌地：仲ﾉ!｢li卜了トヒ(1ex.,29･VIII･1979)、垂水(1ex.,VIII.1975),烏原(1ex.，
2･IX･1978cIc.),御影[･柳．1937).

11.RPrl"7'"′赫力"7ﾉﾙfar(z"s(Scoti,,1874)クビアカサシガメ

休隆13161Illll.光沢のない黒色で長軟毛を密生する．前胸背の後半が暗褐色で

その1'1央iニリ.#い横緋がある．前翅革質部の基部も暗赤色．コナラ，クヌギなどの樹

kで'kﾊFl_，鱗翅頓の幼虫などを捕食する．兵庫県下には広く分布している．

’雅地：川'ljil榊部〔仲田,1978]・神戸市逢山峡(1ex.,1･VII･1986,etc.),有
馬温泉神|境Iﾉ､l[新家,1994].飾磨郡雪彦山(1ex.,14･VII･1967).神崎郡大河
内Ⅲl.川lt(lex.,18･VI･1977etc.).宍粟郡福知渓谷(2exs.,20･VI･1976),音
水(1ex.､2()．VII･1969).水上郡111南町(lex.,11･VII･1990).朝来郡須留ケ峯
(lcx.,31･VIl･1975，M.Yumaleg.).美方郡扇ノ山〔高橋,1975]

SubfamilyStenopodillae

12.07L(Tocep/zfzI7LsQss加ﾉ,'"sRellter,1882ﾄビｲﾛｻｼガﾒ

体反15-17mln.一様に淡い黄褐色．翅に黒褐色の斑紋がある．前胸背側角は鋭角
的に尖り，前脛節中央の暗色環は中央より基部よりにある．

地表性で械物(/)根ぎわや石の下などで生活しており，灯火に飛来する．

典Im"i41､.に広く分布しているが必ずしも個体数は多くないように思われる．

！)籏地：洲本Ili'『:111[前川,1989]川西市大和〔仲田,1978).伊丹市〔河上，

1985j..i甚塚IIj武庫川町〔新家,1986.東,1992].西宮市岡田山〔前多他,1974].

神ノi!li高取ll1[高橋,1942].加西市畑(1ex.,23･V1･1974etc.).佐用郡〔井
1I,19()8].多紀郡丹波大山(1ex.,8･V1･1985,T.Itoleg.).氷上郡〔山本，
1954,1958〕・美方郡扇ノ山〔黒田，1964〕

13.O7Lco“”nI7Ls67P"s値拠t秘nlRellter,1882ｸﾛﾄビｲﾛｻｼガﾒ

本極ltかなしj記録d〕兄られないサシガメである．加藤正世博士により原色で図説

された（,〃)が‘ｳ)ろか(1932)その他に図説されたのはほとんどないように思われる．

典l,lilAll､.(/)I氾録もﾉK鋸少なく記録地もやや限定されているように思う．

雌地：川.i型梛神雌村車11橋，武庫郡山出村箕谷，武庫郡本山村，六甲山麓土橋，

嘩耶lll,gi雄［谷1_1,1938).宝塚市武庫川町（宝塚大橋)[新家,1986.東,1992],

(1ex.,1．X･1987,M.Niillomileg.)

14.07"ocep/l.αj"s伽"｡7YEtusRellter,1882モモブトトビイロサシガメ
トビイ!フサシガメによく似ているが前脚の腿節が著しく太く短い．前胸背の側角

It尖『J-j"」しみがある．地表性で海岸の植物の根元や，石の下などで生活し，成虫で

越冬-する．

4〒(iE,2"'!''I'"III]1<小宰町ll’111-1
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兵庫県下での記録は大変少ない．

産地：洲本市安平町〔前川，1989〕・神戸市東垂水〔日浦．19771

15.OTzcocep/zqlussp.
産地：三原郡阿万西町〔友国，1974〕

16.PIIgolampisco7z97z(ltaHorvath,1899ホソサシガメ
ー様に暗褐色で顕著な斑紋はない．前・中脛節は黄褐色で基部と先端および中央
の環状紋は暗色，体は後方に広がり，腹部第6節で最も広い，雑草間の地衣にすむ．
兵庫県下での記録があまり見られない種．

産地：加西市畑(1ex.,29．VI･1974).佐用郡〔井口,1908].水上郡〔山本，
1954,1958〕・出石郡出石町〔高橋，1965〕

17.StQccjadilutQ(Stal,1859)上メトビサシガメ
淡褐色で，頭部，前胸背，前脚などに判然としないやや暗色の斑紋がある．頭部
前方Iざ面に下向きの3対の練状突起．また胸部前側縁に前向きの大きい刺状突起が
ある．雑草におおわれた地表にすみ，灯火に飛来するといわれている．兵庫県下の
記録は筆者が灯火で採集したものがあるだけである．

産地：加西市畑(4exs.,29．VI.1974,1ex.,27．VI.1974)

SubfamilyEmesinae

↓

｜
’

I
1

1

ｌ
↑
１
１

18.Empicorisr･u6mmaculatus(Blackburn,1889)マダラカモドキサシガメ
体肢ともに細長く暗褐色の地に淡色紋がある．叢間あるいは山地に放置された柴
束の下で発見されるといわれているが見つけるのはそう楽ではない．個体数はそれ
程多くないのかもしれない．

産地：洲本市三熊山〔友国，1973〕．神戸市烏原(1ex.,1･IX･1982)．氷上郡柏
原〔山本，1954,1958〕

19.Gq冠e”a67WiCO"iSStal,1871セスジアシナガサシガメ
本種については黒佐和義博士の全国的視野にたっての解説がある[Rostria,No.6,
1963〕．

兵庫県下での記録も同博士によるもの以外知られていない．
産地：尼崎市，養父郡氷ノ山〔黒佐，1963〕

20.Mりわ”α汎est""71aReuter,1882ゴミアシナガサシガメ
淡褐色の地に濃淡の斑紋があり長い毛でおおわれる．家屋内外で発見されること
が多いとあるが一般にお目にかかることが少ないように思われる．
産地：伊丹市〔河上，1984〕、神戸市有馬温泉神社〔東，1992〕・高取山〔高橋，
1942〕．佐用郡〔井口，1908〕・氷上郡柏原，黒井〔山本，1954,1958〕

21.Sc"diummQ7ridum(Uhler,1896)アシナガサシガメ
体肢ともに非常に細長く無翅．淡黄褐色であるが頭側，胸側に暗褐色縦溝があり，
胸部背面正中線は細く紅色，腹背に紅色3縦条がある．丈の高い雑草あるいはササ
薮の地表部に生息し動作は緩慢．兵庫県での記録もいがいに少ない．
産地：播磨〔松村，1913．福井，1926〕・佐用郡〔井口，1908〕・宍粟郡音水
(1ex.,21･VII.1975).氷上郡柏原，妙高山〔山本,1954,1958]

SubfaJnilyEctrychodiinae

22.Ect71/chotesa71d7℃"e(Thunberg,1784)ビロウドサシガメ
頭部と胸部が藍色を帯びた黒色，光沢が強い．前翅は黒色で基部のみ黄色，腹部

結合版は赤色で第4～6節の後半が黒い．
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28.

短い毛でおおわれている．クロモンサシガメに似ているか．ハilfilll"'劇部に黒い大き
な紋を持たないので区別ができる．
地卜でﾉ|そ活し，ゴミムシやその他の小さい昆虫を棚食する.4j1されると激しい痛
みがある．灯火に飛来する．

兵庫県下には広く分布しているがクロモンサンガメよしﾉは少ない．
産地：西宮市岡田山〔前多他，1974〕．神ｹｶ市鳥原(1ex.,23･IX･1977etc.),
逢山峡(2exs.,13･V･1962),学園都市(1ex.,10･V･1985)．多ﾛJ郡市原(1ex.,
24･IX･1972).加東郡社町－3草山(1ex.,16．IV・1987)，が穂郡尺和(3exs.,25･
IX･1974),佐用郡〔井口,1908),大撫山(2exs.,25．IV・1976).養父郡氷ノ山
(1ex.,15･IX・1973,K.T刈ileg.).美方郡浜坂(5exs.,17･X・1978).
PfM7Yztest747PisW&Llkel･,1873ｸﾛﾓﾝｻﾝガﾒ
体は・様にj･乳<,前翅(/),'/掴部の内､ドが黄褐色を僻()<.脆笛部に人きい製ぃ紋が
ある．

地表性で植物の根ぎわや行の下で堆活し．ゴミムンやヒシバソタなどの昆虫を捕
食する．刺されると激しい痛みがある．

兵庫県下に広く分布し個体数も多い．

産地：洲本市安乎町〔堀田．1975〕・宝塚市南II21.il(新家．19861,安倉，北
部西谷〔東，1992〕・神戸市再度山（1c初，1旱，10．V1．1979)，藍那(1ex,5･VI･
1978etc.),鳥原(1ex.,11･VI･1967etc.)．途lll峡(1ex.,1･VII.1986),多井畑
(1ex.,19．VI･1990etc.).明石市中八木町屏風ケ補(1ex.,6．VII･1982)．加東
郡祉町蝋(1ex.,6･VII･1989).龍野市神岡町(2exs.,13･VI･1988).揖保郡新
宮町福原(1ex.,22･V･1992).宍粟郡音水(1ex.,25･VI･1972).氷上郡〔山本，
1954,1958〕，山南町(1ex.,5･VII.1990).出石郡出石町寺坂〔高橋,1965].城
崎郡日高町奈佐路(1ex.,22･V･1986,etc.),豊岡1行内〔高橋,1975].美方郡扇
ノ山〔高橘，1975〕、

29.Si7･tile7zeαβα岬es(Stil,1855)キイロサシガメ
体は褐色を帯びｵー黄色で，前胸背後葉，′l､循板，雄部と翅端を除く前翅は黒褐色，
頭部は前ﾉﾉに矧llしている．地表性で特に湿った所に多いといわれている．灯火に
もよく唯米する，刺されると激しい痛みがある．
兵庫県ドに広く分布している．

産地:洲本市安乎町〔堀田，1975，前川，1989〕・川西市見野，笹部〔仲田，1978〕・
伊丹市〔河上，1984〕．宝塚市武庫川町〔新家，1986〕，北部西谷西部〔東，1992〕・
加西市畑(1ex.,21．VI･1975)．佐用郡〔井u,1908].水上郡［山本,1954,1958).
出石郡出石町〔高橋，1965〕・豊岡市栃江，妙楽寺〔高橋,1975j.

30.

SubfamilyHoloptiUnae

PtilocP7､usd7几mitisUhler,1896フサヒゲサシガメ
淡黄褐色で光沢があり，極めて長い同色の剛毛でおおわれる．わりと小さい種で
(体長6～7mm).松の樹皮下で群生しアリを捕食するといわれておりもっと記録が
あると考えられるのだが県下から全く記録がない．調査が足らない種である．

産地：神戸市烏原(1ex.,28･V･1976).

FamilyNavidaeマキバサシガメ科
SubfamilyProst,emmatinae

l.P7℃stemmQﾉz"9e7Ldo噸Stein,1878アシブトマキバサシガメ

(6)
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揖保郡新宮町福原(1ex.,7･V･1992).佐用梛{)|:ll、l9(191.水上郡〔山本，
1954,1958〕

8．Nαbis/PTMs(Linllaeus,1758)オオーどキバサンガメ
兵lil帆|ざから次の記録を知るのみである．
I雁地：畷IMIIh[高橋,1975}・出イi郡出イ,.ml.[!『ﾙ橘,19651

9．Ⅳa6isstenO/bmsHsiao,1964ハネナガマキバサシガメ
体は淡灰褐色で正中線上に暗色の条がある．蔵むらや畑作物リ）上で'1､さい昆虫を
捕食する．夜間燈火にも飛来する．
兵庫県ドには広く分布しているように思われる．
産地：津名郡北淡町富島〔川沢，1974〕・洲本ili生石I川沢,1974]・安乎〔前川，
1989］．州'帥liliilll･llll[lili多他,1974).神ノ''lil､~行|<(lcx.,23･VII･1979),
'"lli!(1(Ix・,6･VII･199())．抑部符(1ex.,23･V･1989)､鱸jjII(1cx.,26･VIII･
1993).:*I1i内(lex.,28･VII･1978).災擾郡rlj川町(1cx､,19･IX･1985).加
llli'li畑(7exS.,29．VI.1974,etc.)

以上兵庫県に産するサシガメとして30種，マキバサシガメ9甑について県下.における
分布状況を中心にまとめてみた．まだまだサシガメ科，マキバサシガメ科全般の分類が充
分に出来ていなくよくわからない種がいたり新しい種の発見もあるように思われる．直接
我々に関係が無いとしてよく調べられていないようにも思う．より．層きめ細かい調査を
続けてゆきたいものだと考えている．

尚文献'二で次のサン,ガメが県下から記録されているが現在どの穂に､％たるか良くわから
ない．

Ect7､yc加tesigucﾉ"Matsumura,1913イグチアカサシガメ産地：播州〔井口宗平
採集，松村，1913．福井，1927〕

参考文献

兵庫岫雁に関す-るものは研究史を兇て頂きたい．

Distant,VV.L.(1902)TheFaunaBritishlndia,Rhyllchoi,a,1(Heteroptera)
Distant,W.L・(1904)Ibid.,2(Heteroptera)

Distant,W､L.(1910)Ibid.,5(Heteroptera:Appendix)

Dolling,VV.R.(1991)TheHelmpteraOxfbrdUniv.Press.274p.164figs.

江崎悌三(1932,1950)|]本昆虫図鑑（北隆館・東京）

江崎悌三（1955)'学生版原色昆虫図鑑

江崎悌三・堀浩・安松京三（1939)原色日本昆虫図説

福井玉夫（1917)日本産食虫椿象科につき疑問及び卑見竜三・昆虫世界21(240):311-314・
福井玉夫（1926)内地産食虫椿象科図説(1)昆虫1(7):7-17．

福井玉夫（1927)内地産食虫梼象科図説(2)昆虫2(1):1…16．

福井玉夫(1927)内地雌食虫榊象科lX|説(3)昆虫2(2):71-90.
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G、C・McGavin(1993)B'lgs()ftheIWbrld.Blandfbrd,London.192p.96color6gs.

T、J.Hcnry(!(jHh)(､i!liLI()A()l.111cHeteropteraofNorthAmerica,NorthofMexico.

E.、l.lj'･ill:Ki(}wM)1･k,958p.

平山修次郎(1933)lli!色「柵昆虫図譜(_三省堂．東京）

平山修次郎(1937)I!il色「･硫統昆虫図譜(-量省堂．東京）

日浦勇(1977)l!i((iLII本昆虫図鑑全改訂新版下巻（保育社・大阪）

石原保(1971)、ド翅緬，動物系統分類学7(FB),節足動物(IIIb),昆虫類（中)p.285-

316(!|!lll!I}:1IIj･東』i()

石原保'il,:l'3(l975)'洲叶!|!IWkul鑑昆虫III(学研・東京）

石原保・宮本正-(1959)II本幼虫図鑑（北隆館・東京）

加藤正世(1933)分緬脱色H本昆虫図鑑第五輯（厚生閣・東京）

川沢哲夫・川村満（1975）原色図鑑カメムシ百種（全国農村教育協会）

黄其林・田立新・場蓬芳編著(1984)農業昆虫鑑定B5.414p.(上海科学技術
llI版I）

松村松年(19()7)l･&II(分類‘､r:(瞥醗社．東京）

松村松年(1913)新II本r･虫|ﾇI解Vol.1(警醒社・東京）

松村松年(1920)ll本宙虫全書（ﾉ‘く盟館．東京）

松村松年（1931）日本昆虫大図鑑（刀江書院・東京）

松村松年(1932)cll本害虫図説（明治図書株式会社・東京）

松村松年(1932)ll本通俗昆虫図説（春陽堂．東京）

宮本正-(1965)ll;(色昆虫大図鑑第3巻（北隆館・東京）

宮本正一・安永智秀(1989)u本産昆虫類目録p.164-165,169-171.

宮本正一・安永智秀（1995）日本産野生生物目録(31）カメムシ目日本野生生物目録
p.148,150-151.

J･E･McPherson(1982)ThePentatomoidea(Hemiptera)ofNortheasternNorth

AIncrica.S()111.llcmlllinoisUniv・Press.240p.1916gs.

Scott,J・(1874)Olハ机(1()llecl,io'lofHemiptera-HeteropterafifomJapan.Description

oi.vari()11snewGeneraandSpecies・Ann.Mag.Nat.Hist・Ser.VOl.xiv:1-48.

Scott,J.(188())OllaC()llectionofHemipteraofJapan.TYans.ent・Soc・London,

1880,Pa,rt.IV:305-317.

J･A.Slater&R.M.Baranowski(1978)HowtokIlowthetruebugs(HempteraF

Hel,cr()pl'el･a).Wm.C.BrownCompanyPub.Iowa256p.4966gs.

章士美編(1985)!|'IEI経済昆虫志第31冊，半翅目(-･)
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’

篭菜璋等編著(1981）中I到類昆虫定手冊（半翅II異遡KIIill)節ル}.611p.8pls.
（科学出版社・北京）

高良鉄夫（1957)琉球灌異翅半翅類H録．琉球大'"？:腱家政‘/:部･剤:｢報if,･X().4:11-90,2pls.

竹内吉蔵（1955)腺色II本昆虫図鑑（「）

田中三夫（1939）朝鮮産異翅目（其のZ）昆虫界7(61):114.

友国雅章監修(1993)ll本原色カメムシ図鑑（全I副隣村教行協会）

安松京三・渡辺千尚編(1964）日本産害虫の天敵目録第一編天敵・害虫目録（九州大
学農学部昆虫学教室）

（たかはしとしお）

キリの採集記録

久5

ブドウトラカミ

堀田

ブドウトラカミキリXI/jotrecﾉzuspy7､rﾉzode7､usは，普通砿でプ|､'ウd)害虫でもあるが，
淡路島では少ないようである．筆者は北淡町で本種を採集したので報借しておく．

採集地北淡町仁井1cr,

採集年月日1994年9月4日

なお、標本は筆者が保管している。

(ほりたひさし）

クロハナムグリの採集記録

堀田久5

クロハナムグリaycypﾉzα”α〃TJistemmaは，これまでに津名町の摩耶山などで採集さ
れているが，淡路島内では少ないようである．筆者は安乎町の自宅で本種を採集したので
報告しておく．

採集地洲本市安平町北谷lex.

採集年月日1995年5月5日

なお、標本は筆者が保管している。

(ほりたひさし）
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